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【目的】頚椎後縦靭帯骨化症（以下OPLL）は、頚髄
圧迫による痙性歩行障害による脊髄性の平衡障害が
出現するため転倒しやすく、転倒により頚髄損傷が発
生することがある。今回、連続あるいは混合型の頚椎
OPLLと、臨床症状が類似する頚椎症性脊髄症（以下
CSM）の全脊椎アライメントと重心動揺計を計測し、
頚椎OPLLの平衡機能について考察を加えた。
【対象および方法】対象は、平成17年以降に当科お
よび関連病院で手術を行ったCSM　66例と連続ある
いは混合型頚椎OPLL　7例について全脊椎アライメ
ントの計測を行い、重心動揺計の計測はSCM　3例、
OPLL　4例で行われた。全脊椎アライメントは立位全
脊椎X線より、体幹の前傾傾向を示すC7から仙骨後
方までの距離（以下JB）、頚椎の轡曲を示す石原係数、
腰椎前四角（以下LLA）、骨盤傾斜角（以下PA）を計
測し、重心動揺計は、開眼と閉眼の全軌跡長、外周面
積、ロンベルグ率を計測した。
【結果、考察】OPLL、　CSMは、性別、年齢、　JOAス
コアで有意な差を認めなかった。OPLL・CSMの、　JB
は、78±57．8・20．9±38．lcm、　LLA175±20．4・24．2±
10．9度、PA　20．4±6．2・20．4±7．8度、全軌跡長は、156．4±
24．3・87．6±31．8cm、外周面積6，7±5．9・6．3±4．8　cm2、
ロンベルグ率2．1±0．8・1．7±0．6で、JB、全軌跡長、外
周面積、ロンベルグ率についてOPLLは高値であっ
た。頚椎OPLLの転倒の背景には痙性障害に加えて、
体幹前方傾斜、深部知覚障害による平衡機能障害が加
わり、より転倒しやすい状態となっている可能性が示
唆された。
【目的】セメントレスstem周囲の骨密度をdual
energy　X－ray　absorptiometry（DEXA）にて経時的変
化を計測し、ビスホスホネート剤服用の有無での違い
を検討した。
【対象】仕様機種はStryker社製、近位1／3ポーラス、
HAコーティング、遠位部が円筒形トリスロットの
Secur－Fit　plus　stemであった。症例はビスホスホネー
ト剤（AlendronateまたはRisedronate）投与群（以下
B群）22例23股、ビスホスホネート剤を投与いてい
ない群（以下NB群）29例31股、手術時平均年齢はB
群63。3歳、NB群58．4歳、術後平均経過観察期間はB
群5年、NB群5年6ヶ月であった。
【方法】骨密度はGruenらに準じ7zoneに分け、術後
1ヶ月以内、6ヶ月、1年、1年6ヶ月、2年、以後は年
1回、経時的に測定した。術後1ヶ月以内の値を基準と
し、その比（以下BMD比）を調べた。また、X線学的
には正面像にてlooseningの有無、　stem周囲の変化を
調べ、対比した。
【結果】BMD比はNS群でzone　l、2、6、7で術後徐々
に低下し、zone　3、5では6ヶ月以降徐々に増加傾向に
あった。N群では術後1年まではNS群同様にzone
l、2、6、7で徐々に低下したが、術後1年を越えると
徐々に増加傾向にあった。
【まとめ】NS群ではstem近位の骨量は徐々に低下
傾向であったが、N群では術後1年を越えると徐々に
増加傾向にあった。
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